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Porrorchis sp. 

One mature male was obtained from Turdus daum ƒ¿toratugumi. Unfortunatly the 

proboscis of this mat er ial was broken in i t' s middle •C it is impo ss ibl e to count the 

proboscis hooks. 

Fusiformis bedy is 5.2 m m  long and 1. 3 m m  in width. Br ‹©‰¤ed cylindrical proboscis 

is armed with 17 longitudinal rows of hooks. Unarmed neck is inve rted into th ”b

trunk. Trunk has no spine. Probo scis sheath is 1. 1 m m  in length . Two lemnisci 

are crumpling each other about 1. 8-2.0 m m  in lenghth. The ganglion li e at he middle 

of proboscis sheath. Two elliptical testes •C 0.56 x 0.36 m m•C lie in tandem at the middle 

of the trunk •C partly overlapping them. The anterior part of cement glands •C 4 in 

numb er •C partly overlapping on the post er ior testis Safftigen's pouch is 0.24 x O.12 mm. 

Bursa copulatrix is 0.64 x 0.4 mm. 

This species may be idnetified with Porror chi s ogatai FUKUI et MORISHITA •C 19 36 . 

But it can not to determine for th e specific name •C becaus ”b of the def ”bct of proboscis. 

Habitat : Small intestine of Turdus dauma tor ƒ¿tugumi 

Loca lity : Chiba Pr efect ure 

Date: Nov. 6•C 1961 

Literature : 

FUIWI •C T. & T. MORI 'SHITA (1 936 ) : Three new species of Acanthoc eph ala from 

J apan. Dobutsu gak u Zassi •C Vo l. 48 (8. 9. 10 ) . 

P. .. .. .. ..Probosci s 
N. ........Neck 

Ps. .........Probosc is sheath 
L. ... .....Le mni scis 
T. .. .......Testes 
C. .. .... .. .Cement gland 
O. •c Ovary 
s. P. ......Safftigen's pouch 
B. C. . .. ..Bur sa cop ul at ri x 



-4-

Neoec/，;norhynclwsザ

白黒寄生虫館月報

Porrorcki・S sf' 

正
E 



目黒寄生虫館局報

ウシパエ CWarble-fIγ)

ウシバェは英名 warble-f1yが示すように， その幼

虫が牛の皮下にコプをつくる。 ヨーロツパ ・アメリ

カ・アジア大陸にみられ，わが国で、は輸入牛にたまた

ま発見されたことはあるが，まだ土着はしていないと

いわれていた。ところが昭和 37年 4月から 6月の候

に， 北海道瀬棚地方でウ、ンバエ幼虫症の乳牛 14!ij(が

発見された。幼虫がつくるコブは 1!iJiにつき教{聞が普

通で，最も多いものでは 34側あった。これらの乳牛

のうち 3頭は米国産牛， 他は国内産の牛でいずれもそ

の前年には同地方で飼育されていたものであり ，原因

は35年 7月に米国コロラ ド州から輸入した 35頭の乳

牛にあるらしい。

ウγパエには，イン ド地方の Hyρoderma，crossi 

とL、う種類もあるが，他の地方では H.b01iis (ウジ

バェ)と H.linealu刑(キスジウシパェ〕の 2種が

EEI 日
Eヨ 昭

普通で，瀬棚地方のものは H.bovisと同定された。

ウシパェは夏に羽化した成虫が牛の毛に産卵し，勝

化したが]虫は毛根より牛体内に侵入し，中腸内容(蛋

白終解酵素〕をl出品して宿主の組織をとかしながら宿

主体内を移行し，翌年早春には腹背部に達し，小さな

孔のあるコブをつくってその中でやがて成熟幼虫とな

り5月頃に地上に落ち山IIIとなり羽化して成虫となるの

である。 幼虫の寄生は皮平のiilli値を低下させ，また肉

質や乳量にも影響を与えるといわれている。

今年もまた渡島地方に輸入された米国産牛から H.

linealumの幼虫がみつかった。少くともこれらの地

方では土着の可能性があると考えられるので，その発

生の防 11:には万全の処置をとらねばなるまい。

(北海道大学獣医学部家畜寄生虫病学教室)

サンマウオジラミについて (表紙解説)

サンマのシーズンであるが魚屋の応募iでサ γマの美

しい銀色の肌に点Aと虫l食いの跡の様 なシミ (4~5 

mm)のついたサンマに気のついた主婦はあるだろう

か? 東北方閣で通常漁師が虫l食いサンマと呼ぶきた

なら しいサンマが出現するのは漁期の終りだとし、う。

この黒いシミ跡は検閲l類に属するサンマウオジラミ

Caligus m.aca1'Ovi GUSSEVの多くは♀であって写真

(表紙)に見られる様に休をサソマの表皮下に埋没し

て生殖節，尾節，卵紐を外部に露出している(体長。

5.7 mm)。寄生は頭部にある 1対の小吸盤とはさみ状

倉田洋二

の顎)拘!でサソマの体表にしがみついて吸血しているが

多くは漁獲の際のj判察で剥離するのでウオジラミを魚

屋の応頭で発見することはまず無い。けれどもサンマ

ウオジラミの寄生跡の見られるサンマはj肥満度が落ち

ている(脊せている〉ので魚屋の庖頭で買う時は注意、

してさけた方が良い。本'TIfiの生態については東北海

区水産研究所の期間秀之博士の詳細な報告がある。

(1962，郷田秀之，サンマウオジラミによるサンマの

皮膚寄生病，東北水研研究報告第 21号)。

(東京都水産試験所大島分場)



-6- 白黒 寄生虫館局 報

一
路

…

…
遍
川

…
学

…

…
虫
…
…
生

一

川
寄

…
理学博士士 四
医学博士 口 凶 貞雄

欧 米 遍 歴

2.加州大学

大正8年 6月4日正午，東洋汽船会社の最新客船春

洋丸で横浜を出帆し，ハワイに寄港の後，同 20日サ

ンフランシスコに到着した。 3日目に，対岸のパーク

レーにある加州大学を訪れた。 日本を出発する前に，

同大学助教授のコーツ博士から，米国に到着したら，

第一に加州大学を訪問してくれ，ここには馴染の同学

の土が沢山いて，君の来遊を待っている，と言う意味

を伝えられてあった関係上，加州大学の動物学教室に

同氏を訪ねた。当時，夏期休暇中であったが，丁度，

教室に来ていたので，非常に喜んで‘迎えてくれた。そ

して，私の来るのを今日か明日かと待っていたとの

ことで，私としては，初旅でしかも第一の訪問者がか

ねてから文通していた人であったとは言え，余りの親

切さと心安さに非常に絡しく感じた。

ご承知の通り ，米国人はなかなか人づきあいがよく ，

交際上手でιらるから，初めて会った人などには，特に

心持ちょく するのが首通であるが，このコ ーツ 1')1士は，

ただ通り一遍の挨拶で親切をjましたのでないことは，

その後，長く交際している内に判った。同氏は，米国

人中でも稀に見る程の好人物で，彼を知る人は，皆そ

の人絡を讃美してしるのである。 米国入りの第一訪問

者として，かかる好人物を得たことは，私にと っては

誠に縁起のよいことと思った。果して，私の外遊中万

事が好都合であり ，殊に学者を訪問する上にも，叉こ

れ等諸学者から受けた待遇についても，緩めて宰運で

あったことを喜んでいる。

コーツ博士は，動物学教室を隅なく案内し，昼食時

にはl験員クラブで食事を共にし，同町の諸教援に紹介

してく れた。午後は大学内の主な~物を案内し ， 厳後

に休暇中当教室で何か研究する気があるなら，出来る

だけのD)J力を'1背まぬと言ってくれたが，当時私は何時

まで同地にいるかハツキリ決定していなかったので，

確答を避りていたが，その内， イリノイ大学のウオー

ド教援から手紙が来て，この夏休暇中は官命によりア

ラスカに旅行するから，休暇中は気候のし、L、大平洋沿

岸で見学し，9月になってイリノイ に来たらよかろう，

もし加州を旅行するのに紹介状が入用なら，いつでも

送ってやる。またイリノイ はなかなか薪い処で，初め

て日本から来た者にはしのぎ難し、から，と書き添えて

あったので，コーツ|専土のffi})めに応じ，加州大学にtJ:I:

話になることに決めた。それから，阿tJ!J.土は私のため
に部屋を用意し， 助手を I名つけてくれるなとー至れり

尽せりの親切には感謝のほかなかった。

ところが，同博士は8月 15日パークレイを去り，

バノレチモアにあるジョンスホプキンス大学医学部に属

する衛生研究所教授として赴任した。途中郷里のコロ

ラドに立寄り ，2， 3週間滞在し， さらに母校のイリ

ノイ大学にも行くから 9月末には同地で再会しよ う

と言って別れた。

コアオイドtJ!i:二i二

コフオイド教授 (CharlesAtwood Kofoid) は教

室の主任であるが，Tl，が同大学を言Iill¥Jしたときは|陸軍

のl属託で，ニューヨークにいたのが 8月'1二I¥TJに帰営

した。 丁度コーツ IW~Iてがぎíili!を去らん とする間際であ

るのと，夏101講習会の講自111として来ていたホス トンの

工科大学教援セジュウウック博士と彩、の訪II¥jを機会に，

倣送迎会の怠I床で4人の会食会が併された。その後 3

約 1ヶ月間同教援のお世話になった。l現にセジュウウ

ツク教授は，飯i~~ï先生の紹介状を拘っ てボストソでお

目にかかる筈であったので，意外の処でおj乏し、するこ

とが出来て舷しかった。

教授は 1865年に生れ，ハーゲ 7ード大学を卒業し

同校で学位を得，長らくイ リノイ大学教授を勤め，の
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ちに加州大学に転じたのである。 初めイ リノイ河の淡

水プランクト ンを研究していたが，次に非寄生性原虫

を研究し，更に寄生性原虫，就中椴毛虫類の研究に没

頭し，第一次欧州戦争に際しては，米政府のl属託を受
9喝
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コーツ↑専士夫妻

け軍務に服し，赤痢アメーバの研究に努めた。当時米

国における寄生虫学者として最も重きをなした人で，

1920年英京ロンドンで開かれた斯学の大会には，米

国代表として派逃せられた。叉昭和5年第 8回日本医

学会総会が大阪に開催されたとき，海外来賓として，

「慢性アメーパ赤痢j と題し特別講演を行った。 その

講演内容は，私が翻訳して医学誌に公表した。総会後

の京阪地方の観光には， 私が教授夫妻を案内し旧交を

t/lllめた。

コ教援は，iJU州の諸学会付、云うに及ばず全米国の動

物学や博物学に関する学会の要l殺をしめ活躍した。米

国J祈界の第一人物であった。又|専ゴーは個人として，多

くの|迫害ーを戒することに於ては，稀に見る人で，学校

における教室は勿論，自宅に於てもその応接室の如き

窓を除くほか，四方全部書棚をもって充たされている

とし、う有様である。 (次号につづく)

大島の水産試験場を訪ねて

H白羽J39年 1月1日， かねて当館のために多くの資

料を採集し呈供していただている都立水産試験場大島

分場を訪問した。1，1.]101さわやかな朝の空気を吸いなが
ら5J時 30分品川発の列車にのる。元旦の]IOJというの

に恐ろしく混んでいる。それでも熱海で、大島行のあけ

ぼの丸に乗り込むと，さすがにカ"ラ空であって，2 lI~î' 

間ばかりは天国の様だ。元IJlJ浴につく頃かなりゆれて，

甲板上で転んて..~1~1手か っさいを得られた諸媛もいた{立

だ。元IIIJからパλ にのる。窓外からは美しい旅が満喫

できる。 111という 山は俸の紅で点々と彩どられる。サ

ヤエン ドウの薄紫の花も美しい。ti;林をすぎ海浜を ド

ライブすると間もなく波浮の泌が目下にひらける。パ

スを降りる。波浮港だ。港は火山口のあとらしい。周

囲は絶壁にかこまれ水の色は青黒い感じだ。漁船が正

月の祝の旗をなびかせて美しい。パスの道に治って水

産試験場のクリーム色の建物が見える。案内を乞うと

倉田洋二先生が現われる。長髪の色の浅黒い画書きさ

んの様なタイプの先生だ。甚だ失礼ながら大いに好感

のもてる タイプでわれわれは十年の知己の様な感じを

うけた。早速先日 L、ただし、た リュウグウノツカイの条

虫の街l礼を Jtl しのべる。マ ンボウの以1~や条1~ ， コベ ，

サンマのコベ，そのほか数 |点、の採集品を呈供される。

どれもこれも楽しみで一杯だ。サンマのコベは随分こ

のあたりでも被告があるらしい。お貨物に出る奥さん

達は，この東北地方でいうムシタイサンマは買わんが

よいですよ，!!ifそが落ちるかも知れなし、からね，などと

冗談が飛び出す。これは|作日潜ってとった トコブシで

す。キクススメが多数着生していますとし、う。キク ス

ズメは大きいのが♀で小さいのが古だそうだ。それにし

ても何と文学的な名前だろうと感心するロそのうち トコ

ブシの煮物が巡ばれる。大いに賞味する，アワビそっ

くりの味だ。マンボウの体表に附着していた大きなl放

虫は単生類に迎いない。それにしても点々と しもふり

模様があって，マンボウの体表の模様に一致するとい

う。自由生活から寄生生活に移行した初期のものだろ

う。 体表の色彩を宿主に似壮ているというのは一種の

保護色だ。こんな現象は寄生虫では珍ら しい。

標本室に案内される。大島近海の特産はイヤコ'ハタ，

ヒメダイ，ハマダイ，オキメダイ等でこれらは余り移

動しないらしい。400mも訪れ、所からキンメダイを釣

りあげて示標をつけ再び放流すると 年半位で 2~

3%が回収されるとし、う。 可なり遠方まで、移動してい

るのもあるが案外近く に住むものらしい。

ビニーノレ製のコンブの模造品を海底に沈めて魚を11ヂ

ぶ災l倹もしている。 コンブにやがて淡などが附蒲し，

オ寸めそっくり f乙寸ーるものだ。 t{¥のアパー トのコングリ

ー ト塊も模型で示してある。こんなのを沈めておいて，

アクア ラングで観察するのは海底公園の散歩という所
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話は尽きるとも思われぬが時間も来たので、外に出る。

港の先端に出る。野口雨情の歌碑が立っている。その

格好はあまり風情がなさすぎる。城ケ島の歌碑の方が

よ』まどよろしし、。

31時三|土ノミスにのる。帰りは皆ウトウト|眠る。元町港

で船をまつ間に市原君はサザエのツボヤキを賞味して

いる。コベ (Pa向。zetzs問 camemta)を試食してみま

したよと 口をもぐも ぐさせて帰ってくる。あついコ ー

ヒー とラー メンで)1主ごしらえをして乗船する。こんど

は一寸大きい船だ。 出I机と岡崎 にぐっすり寝てしまう。

でしょ うと笑われる。叉明日1借り ますよ，反には是非 汽備で起されると もう熱海だ，港の灯が美しくキラ J

mりにし、らっしゃいといわれる。きっと参 りますと予 ん

約する。 711寺50分JRJt:t行きにのる。ガラ空だ，手元の標本
海蛇がとれると この附近のi((1nl!iはや11棚にあげておが 箱をしっかりかかえて凶方山の話をつづけるうちに早

むという ，面白い風習だ。 や品川で、あった。 (亀谷，市原，間I回ほか3嬢)

……，円~.."……….叩山…………......-.......円…..-山司刈.…………働“.-'……司.'円.-...-. .0…….….……刈刊γ叩一‘J山"OW...内.W...‘.…、.......い………."山ん~….、.... …….“...~ん….'凡ん~….町，.~."山、.....い…….♂拘九........…拶均川........一.、.....山山….ωJ山........ ….♂内.....…….、~山一一….“M山…‘.....ん.叫~、..... ' 

11.16 

11. 17 

11.19 

11. 19 

11.20 

11. 21 

11.27 

11. 29 

12.10 

12.12 

短信

「日本における寄生虫学の研究」英文版の編集

打合せ会，午後 2時より当館二階図書室にて

おこなう。

品川区第四小学校l野口先生ほか生徒 21名，

見学。

市原研究員印旅荊へ採集のため1:1:¥;;長

野々部理事，米国大使館へ出向。

小平家畜衛生試l験B段h場矢嶋|博噂士来角館~{
抄読会，午後 7時より開会

市原研究員小田原へ出張

中目黒幼稚園中曽根先生ほか 18名見学。

米国大使館スベクタ|専士来館。

生物学同好会

文献および標本の寄贈

11. 16 熱'市地lJilJ:ii者の医学知識と南米の主な風土
病J一一東大伝研事11田錬蔵↑I与土

11.17 rリューグウのツカイ 」より採集した寄生虫
標本 1点 都水産試験所大島分場倉田洋三氏

11. 19 新潟県における一般嬬虫類の分布状況につ

いてJほか8篇一一新潟大学医学部教援大鶴
正満博士

11.19 サザエ」他4点， 三協美術芝工場軽部氏

11. 20 r山階鳥類研究所研究報告J第 19号 山階

鳥類研究所

11.20 r日本甲穀類学会報J第 1号一一小田原甲殻
類同物1[1，

11.21 ムカデJ31& (千弘成IIliJJ)一一勝代氏

東京都目黒区下 目黒 3ノ557・電話 (712)4432 

開館・午前 11時~午後 4時月日程・祭日休館

昭和 38年 2月 27日第3む郵便物認 可

11. 27 

11. 27 

11. 29 

12. 2 

12. 3 

12. 3 

12. 5 

12.13 

12.14 

r7J'M~研究総合報告」一一水産庁三浦善郎氏
「タカベJほか9点一一小田原市場須藤卒，IJ}J氏
「千葉大学医学部公衆術生学教室業績目録第

1iI昨」ほか6篇一一千葉大学医学部教援杉11沢

利蓄矧博士

「琉球衛生研究所要覧」ほか 8鱗一-1"中総琉
球衛生研究所国吉真英氏

r;m:生JJj緊抄J1篇一一一金沢文庫前田元重氏
ヨナタイ峨 (~UL e:fD- 琉球衛生研究所国
吉真34氏
「サザエJ14ケCJ鹿児島産)ー鹿児島久木田氏
「ヒラサバJほか 6点 小田原市場須藤卒

Jj)J氏

「ウミヘ ビJ多数一一東京医科歯科大学加納
六良11↑守二t

第 20回抄読会
11月 21日午後 7時開会，於当!'lff，研究室。

III吸 1~の迷入似lについて 抱谷館長

単生目について (4) ー 0・市原研究員

生物学同好会

昭和 38年 12月 12日，区立下目黒小さま'校で開く，

本年度最終回。

1寅題萄蛇その他の有毒衛生動物

講師東京医科術科大学教授加納六~II博士

今回は加納|噂土撮影の毒蛇に関する映画を公開され

た。 コプラ，ウミヘピなどの攻撃体勢をたくみにとら

えた場面が多く ，手に汗をにぎるス リノレを味わった。

最後に本年度の会運営についての反省と来年度の企画

について話 し合った。

財団法 人 ・目黒寄生虫館・ 発行

館長 ・医博亀谷 了，編集野々部春登

印刷・三協美術 印刷 株式会社


